














学位記番号第 1 232 1 号
学位授与年月日 平成 8 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 l 項該当
理学研究科有機化学専攻
































ン)ルテニウム ([CpRu(C6H6) J つ錯体のジアステレオマーを合成した。分別再結晶によって分割を行い，光学活
性基を加水分解反応によって除去し， エナンチオマーに導くことに成功した。また，光反応によってこの錯体を
[CpRu(CH3CN) 3J +に導き，続いて配位子交換反応を利用することにより各種の面不斉 CpRu(ll) 誘導体も合成で
きることがわかった。
ところでこれまでに CpRu 錯体は有機合成や触媒反応において広く利用されているにもかかわらず，面不斉 CpRu
錯体を反応に用いた例はなく，面不斉環境が反応に対してどの様に作用するかは知られていなし」そこで面不斉
CpRu 錯体の不斉環境が錯体反応において，その選択性に対しどの様な効果を与えるのかについて検討するために，
[CpRU(C6HsCl)J +錯体の Cl 基に対する求核置換反応及び [CpRu(CH3CN)3J +錯体とアレーン類との配位子交換反
応を行った。前者の反応では面不斉の影響が認められなかったが，新規な両性イオン型錯体 [(η5 ー Cp)Ru( り 6_








CpM 錯体の合成にも応用可能な面不斉 CpM 錯体の一般合成法としてその有用性が期待される。事実， ニッケルや
鉄の面不斉錯体がこの方法により初めて合成され，その一般性が証明されつつある o
論文審査の結果の要旨
光学活性有機金属錯体の研究が盛んになりつつあるが，本論文では，有機金属錯体に特有な面不斉をとりあげ，新
規な合成ルートを開発することによりコバルト及びルテニウムの面不斉シクロペンタジエニル錯体を光学的に純粋な
エナンチオマーとして合成・単離することに成功しているo 更に，面不斉が金属中心の反応に及ぼす不斉誘導効果も
見いだし，面不斉錯体が示す興味ある特性を明らかにした。これらの結果は，光学活性金属錯体の基礎研究として意
義深く，今後の研究の発展に大きく寄与すると思われ，よって，博士(理学〉の学位論文として十分価値あるものと
認める。
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